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CHS に設置したレ
ーザーイメ

ージングシス テ ム

　CHS プラズ マ 中の 電子密度揺らぎを計測するために YAG レ
ー

ザ
ー

を用 い た レーザーイメ
ージング法を

適用してい る。これ まで に、シ ングルチ ャン ネル 検出器を用い て 計測性 能の 改善を進め、SNR や波数の 計

測範囲の 改善を行っ て きた。現在、シン グル チ ャン ネル での 結果 を踏まえ 17（16沁hで の 計測シ ステム への

拡 張を行っ O ・る。本 講演ではその 性 能評 価実験結果に つ い て述ぺ る。
　左図に計測シ ステム を示 す。出力 1．2W の リング型 YAG レ

ー
ザ
ー

叺；1．〔旧”prrDにレーザーの 光ノイズ を

削減するための ノイズイータが設置されてい る。ノイズ イ
ー

タによっ て光ノイズ は、直流成分の 10KfrlOk

Hz−IMHz ）以下に減少してい る。ノイズ イ
ー

タを通 過したビ ーム はシン グル モ ード光ファイバ ーで 、プラズ ヤ

近傍まで伝送され、20倍に拡 大後、プラズマ を通 過し、イメ
ージング光学系と17chの 光ファイバ ー

アレイお

よびフォトダイオ
ー

ドで検出される。検出された 信号は 、パ ソコ ンと組み 合わせた ADC で 記録される。
これまでに、17ch 検出器 を用い て検出面で の ビ ーム プロ ファ イル を測 定し、理 想的 なガウス 型 に近い プ

ロフ ァイル が得られtCeさらに 、　f＝40kHz の 超音波をプラズ マ 中の 揺らぎの 代 わりに用い て最小検出レベ ル 、
波長（波数1の計測性能につ い て 評価実験を行 っ た。表の ように中心チャンネル で の 最小検出レベ ル は 、〜

2 × loitc  とほ ぼシ ングル チ ャンネル シス テムでの 値と同じ値が得られてい る。また、超音波の波長も、計
鮪 8．5  に対 し 8，7  構 獻 く諦 継 嘱 ことがわ力鴫 マ ノ肝 ヤンネル 計測 シス テム 錐

能につ い て 、プラズ マ に 適用で きる レベ ル にあることが確認で きたの で、プ ラズ マ 計測に適用 し、波数計測

や 空間分布 に 関す る測 ・
定を進 める予 定である。

L シ ングル チャン ネルシステム マ ル チチャ ンネル シ ステム

最小検出レベ ル〈岬 d） 1！7X且Ocm 〜2× 且0  

波長（波数1計測 （計測できず） 8，7  （f＝40kHz）
マ ル チチャン ネル シ ステムの 動作確認

30pA26P
レ
ー

ザ散乱を用いたプラズマ 中微粒子の 測定

　　　　　　　　　Measurernent　ofNamo ・PartiCles　in　a　Plasma　with】Laser　Scatbering　［tbchnique

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤 田順治，日置義明、山 口俊 行、森岡 弘道、勝 山裕
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大同 工 大

FUJI7AJ 圃 ち MO − YoshiakiL　 YAMAGUCHI 　［ibsmn 　MOR 【OKAHiro 血 c1氏 KA 僚3UYAMAH 洫）kazu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Daido　InstitUte　of［［bchnolOgy

一

　プラズ マ 中の 微粒子を 直接 的に観測す る方法 は、そ の必 要性 にもかかわらず、
まだ確立されて い ない 。そこで、プラズ マ による鉄微粒子 の 相変態実験にお け

るナ ノサイズ の 鉄微粒 子の 密 度測定 を 目的とし、この 分野の 計測を可能 に する

方法の
一

つ として、レ
ーザ光の レ

ー
リ
ー

散乱 計測が有効 であると考 えた。
　その 予備実験として 舟 プラズ マ 中の 銅微粒子 に、He−Ne レーザ光及び Aド

レーザを照射し、その 散乱光の 測 定から微 粒子の 密度 を求 める実験を行っ た。
e w
　まず、Ar ガス を流 し流れ場 を作 る。タン グス テン バ スケッ トの 中に 銅片を入れ、
バ ス ケッ トに電流を流して加熱し、銅片を蒸発させる。この 銅蒸気が Ar ガス によ

っ て 冷やされ銅 微粒子になる。この ようにして出来た微粒子 は Ar ガス の 流れに

乗っ て測定部、ロ
ー

タリ
ー

ポ ンプ へ と流れて い く。そして 、高周波敖電プラズマ 中

を通過するようにする。
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　レ ーザ光をブ ル ース ター角の 窓を通し微粒子 に 当てる。その 散乱光を分光器 に通し光電子増倍管で検出する。また、レ ーザ光 は、チ ョ ッ パ ー
で変諞 し、背景光か

らの 分離を行う。信号は、オシ ロ ス コ
ー

プ、XY レコ
ー

ダ
ー

で 記録した。また、微粒子の 大きさに 関する情報を探るため に 、マ イクロ グリッドを流れの 中に 挿入 し、電子顕

微鏡で観測した 。
鎹

　装置散乱光及び プラズマ 光の 影響を十分 低く抑 え、1　X 　10ih
−3

か ら 1× 101eTrt
’3
程 度の 微粒子 密度を S／N 比良く測定す る手 法を確 立することカ1できた。
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